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はじめに 

 

 本報告集は、室蘭工業大学技術部および技術部職員が 2016 年度に実施した 

主な活動の内容をまとめ、紹介することを目的として刊行いたしました。 

 技術部に所属する技術部職員は、大学における研究・教育活動への技術支援を

職務とする専門職であり、専門分野や担当業務に応じて多様な活動を行ってお

りますが、本報告集ではそれら個々の活動のほか、地域貢献事業や技術部研修な

ど、技術部職員が連携して行った事業についても報告しております。 

 本報告集が、技術部および技術部職員の活動を知って頂くきっかけとなれば

幸いです。 

 

室蘭工業大学 技術部企画調整室 
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平成 28 年度業務報告 
 

報告者：研究基盤グループ 太田 典幸 
 
1. 平成 28 年度業務 

今年度の学科系技術業務の内容は昨年に準じるものであったが，新規実験教材開発

を含め，新規業務であるプロジェクト関連技術業務を行なった．その他，技術部とし

ての著者の担当である特別教育業務等，特筆事項を以下に報告をする． 

1.1 実験教材開発 

土木コース必修授業科目の学生実験である土木実験には，「材料」，「土質」，「水理」

の 3 テーマがあるが，水理に関し，昨年度の 6 課題のうち波動実験の課題を，教育効

果がより高いと思われる噴流の流体力を測定する課題へと変更を行うため，水理実験

解説書（土木学会,2015）を参考に，教材として受圧板式流量測定装置を新規開発した．  

本装置はポンプによって噴出させた流体を片ヒンジの受圧板に当て，噴流によって

傾斜した受圧板の角度 θ を測定することが出来る． 

測定結果及び各諸元の値を用い流量 Qについ

て実験値と理論値を算出することで，Q-sinθ の

流量検定曲線を求める．なお，同様の装置は実

験教材用としては高額のものしか販売されてお

らず，製作に際しては，部品点数の削減による

シンプル化と，パーツに市販既製品を多用する

ことで大幅なコストダウンを図ることに成功し

た．ノズル内径・形状の変更，受圧板の重さと

取付位置，ポンプ選定等，Try & Error を繰り返

し，完成にこぎ着けた．性能評価として，事前試験と学生実験においての検定結果は，

理論値との誤差が約 5%前後であることから，高い理論実証性を有する装置となった．  

1.2 地域公開・連携関連 

 本業務依頼は土木コースからのものであり，今年度は下記の 4 件の業務を行った． 

・オープンキャンパス（8/6）： 

・知利別川環境学習体験フェスタ（知利別川らん蘭橋広場，8/28） 

・消防・防災フェア（伊達市消防・防災センター，10/8） 

・プロジェクト業務（新規，通年） 

オープンキャンパスでは，土木コース実験室で，テーマに沿った各種実験装置を参

加者に実演，体験してもらうことから，まず，従事する TA への装置取扱の技術指導を

行った．また，参加者の多くは実験施設に不慣れであるため，実験室における優先業

務としては，衛生管理巡視以上の安全対策が不可欠となる．そのため，通常時以上の

検定試験中の噴流流体力測定装置 
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動線幅（>80cm）確保と立入禁止箇所の設定，段差等の低減措置，防護具の新規取付等，

安全第一の対策を行った．実施中は怪我や事故等を発生させないことに着目したため，

この安全対策は過剰な部分も見受けられるが，参加者の行動が把握しきれない場合の

予防措置となる．結果，今回も参加者が怪我すること無く実験室公開を終了出来た．

同様に以下 2 件の学外イベントにおいても，実施中の事故防止に注力し続けている． 

知利別川環境学習体験フェスタにおいては， NPO 法人が主催する知利別川に関連し

た環境・生態等について体験学習を行うイベントである．これには北海道開発局，胆

振総合振興局，室蘭市等の機関が出展しており，本学も河川に関する実験模型を 2 点

出展している．会場は知利別川上に架かる，らん蘭橋広場であり，河川沿いの道路に

挟まれ，時折強風が吹き込む立地であることから，イベント時の来場者への安全対策

について，著者は各機関と連携して立案・実施している．また，出展模型の流量バル

ブや混合砂の配置方法，疑似津波発生等の取り扱い等についてのスタッフへの技術指

導を行った．本イベントへの参加者は地域住民約 400 名であった． 

同様に，消防・防災フェアは，伊達市市主催の防災イベントであり，土木コースと

して毎年伊達市から協力要請が行われている．著者はこのイベントに出展する水や砂

を扱う実験装置等について，イベント実施中の参加者への安全配慮と TA へ技術指導を

行った．本イベントは将来を担う子供達やその保護者への防災教育と啓蒙の目的もあ

ることから，非常に重要な意味を持つ．今年度の参加者は約 300 名であった． 

プロジェクト業務の詳細については機密事項のため割愛するが，地球環境に関する

テーマを受託された某機構が，本学を含めた全国の拠点大学と分担して実施している．

本プロジェクトは 5 年計画として一昨年度からスタートし，地球全体を扱う規模の大

容量計算を行うため，同プロジェクトに参画する他大学に準拠した並列計算サーバシ

ステムを選定・導入した．これについては，週に 2 時間程，使用方法指導，プログラ

ムチューニング，維持管理，技術相談，トラブル対応を行っている． 

計算サーバによる計算結果は，UAV（無人航空機，所謂ドローン）による現地痕跡

調査結果との差を用い，実証及び改良をすることが必須である．航空法の改正により，

UAV の飛行には地域等によっては国土交通省の許可が必要となったため，許可申請を

行った．許可申請には飛行操縦時間等の飛行経験が必要であり，操縦経験のある著者

が飛行許可者となり，法令で飛行許可が必要とされる飛行制限地域等においてもフラ

イトを行うことができるようになったことから，日本国政府が推進する本プロジェク

ト業務への貢献を行っている．この UAV については他に，月に 1 回の機体動作及び画

像伝送システムの点検とリチウムポリマーバッテリーの充電状態管理を実施している． 

 

2. その他技術業務 

 本業務依頼は，本学の安全衛生管理のための巡視活動である．2004 年に，本学では

主に技術部職員が第二種衛生管理者資格を取得，それ以降今日に至るまで，学内にお
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ける巡視活動と報告を定期的に行っている．これは労働安全衛生法並びに本学規則に

よって定められた絶対必要な業務であるため，法令に基づく巡視活動を行うことで，

問題点・異常点の早期発見とその指摘事項を管理者へ報告することによって，今年度

も健康被害，労働災害等の発生要因を未然に防ぐ礎となった． 

 

3. 特別教育インストラクターについて 
 本学では法令で定められた有害・危険

業務に関する特別教育・衛生教育を実施

することが定められている．平成 27 年度

の自由研削用といし，今年度実施した低

圧電気取扱，今後開催を予定している有

機溶剤取扱のうち，著者がその講師資格

を有する低圧電気取扱特別教育は，4 月

及び 9 月に実施しており，その 2 回の実

施報告をする． 
 本学内では，以下に該当するブレーカー

（開閉器）が無数に設置・使用されているが，労働安全衛生規則第 39 条及び安全衛生

特別教育規定（抄）第 6 条では，低圧電気（交流 600V 以下，直流 750V 以下の電圧）

の電路等に敷設された充電電部分が露出しているブレーカー（開閉器）の操作を行う

者については，事業者は特別教育を行わなければならないとして規定されていること

が本学の推奨する本特別教育の根拠である． 
教育内容は，学科 5 科目計 7 時間，実技 1 時間以上を行うことが同規定にあるため，

規定に沿った教育プレゼンの制作と実技キットの構築を，第 1 回目担当講師の佐藤氏

（H28 退職）ならびに著者の 2 名が主体となり，特別教育グループ（旧安全推進 WG）

の力を借り，約半年間かけて準備を行った．実施に際しては，教育時間数の兼ね合い

から，学科を 1 日目，実技を 2 日目という 2 日間の実施日程として設定した．  
 今年度第 1 回の開催（4/4・5）には定員 50 名のところ，87 名の申込があり，学科・

実技の全科目を修了した 76 名の受講者へ特別教育修了証を発行した．また，山森氏，

村本氏，島崎氏も同インストラクター資格を取得したことから，同第 2 回目について

は，著者は本テーマ主任として，教育記録簿の管理，受講案内等の発信，会場設定等

を担当し，上記 3 名を講師とする特別教育を開催した（9/29・30）．第 2 回目は，57 名

の申込があり，全課程修了の 47 名へ特別教育修了証を発行した． 
 特別教育グループが実施する 3 テーマ目として，有機溶剤取扱業務衛生教育を実施

するが，著者を含め 4 名が講師資格を取得したことから，本報執筆時には，技術部職

員を対象とした同教育（2/28 実施予定），全学教職員・学生を対象の同教育（3/22 実施

予定）の準備を行っている． 

第 1 回開催の様子（学科，A304 講義室）
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4. 技術部サイエンススクールについての報告 

今年度行われた技術部サイエンススクールのう

ち著者は，作ってみよう♪僕の私の☆「自分星空」

（8/2 実施）で活動した．このテーマは研究基盤グ

ループの宮本氏がリーダーとなる「作ってみよう♪」

シリーズの第 3 弾として企画され，メンバーは，リ

ーダー以下，サポートメンバーの村本氏を加えた，

新井田氏，川村氏，若杉氏と著者である． 
会場となるものづくり基盤センターでは，参加し

た 7 名の小学生らが，OHP シートに印刷された星空

図形を切り取って，高さ約 15cm のドーム型プラネ

タリウムを製作した．電池ボックスと豆電球銅線の

接続箇所には，圧着工具を使用してギボシ端子を用いた． 
完成後には，観賞用として用意した投影スペース（内部に色画用紙を貼付けた大型

段ボール）内に各自のプラネタリウムを置き，ドーム下部ベースに固定した EX 豆電球

(2V2A，五藤光学研究所製)を点灯させて，投影された室蘭の星空を楽しんでいた． 
 
5．まとめ 

 学生実験「水理」では高い理論実証性を有する実験装置を開発した．本報には記載

していないが，同「材料」では， 3000kN 圧縮試験機，コンクリートミキサー，万能

試験機，玉掛とクレーンの使用に際し，受講学生に対する適切な安全管理・指導を実

施し，今年度も事故の無い教育環境を維持した．地域公開・連携業務については地域

住民への防災教育をその目的として安全活動を実施した．国内における本学の知名度

向上に資するものとして支援した． 
衛生管理の巡視及び特別教育では，法令に則した内容で実施し，特に後者は今後さ

らに受講の累計人数を拡大することで，本学の安全な教育・研究環境を充実させる機

会となるであろう．特別教育・衛生教育は，法令で定められたものとはいえ，指定機

関等における受講時には受講料だけで 1 万円前後の費用負担があるが，現在この教育

は無料で実施していることから，これまでインストラクター資格取得に関して発生し

た総費用は，実施初年度において既に相殺し，あるいはその予定である．然しながら，

使用する教育テキスト代金については大学が費用負担をしており，今後も費用が生じ

ることから，負担を軽減するための対応策について，今後は特別教育グループによる

法令に準拠したテキスト制作も含めた種々について，模索中である．本教育の実施を

継続することにより，本学の教育・研究活動中における事故減少等，安全な環境に多

大なる寄与があるものと確信している． 
来年度は新たに得た本報記載の経験と知見を，新業務に繋げていく所存である． 

完成したプラネタリウム 
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平成２８年度 業務報告 
特殊教育インストラクター養成講座 

アーク溶接等特別教育インストラクターコースを受講して 
 

研究基盤グループものづくり・安全推進班 小西敏幸 
 
1. はじめに 

技術部では法定安全教育（特別教育は自由研削といし取替え等の業務・低圧電気

取扱業務、衛生教育は有機溶剤業務従事者）を自前開催している。新たに必要な安

全教育を加える為、準備としてアーク溶接等特別教育インストラクター資格を取得

した。その受講した教育内容を業務報告として報告する。 
 
2. 期間・場所 

 期間 平成２９年１月２３日（月）～平成２９年１月２５日（水） 
 場所 東京都清瀬市 東京安全衛生教育センター他 

 
3. 教育内容 

教育内容を下記に説明する。（別紙参照：教科日程表） 
第１日目 

    開講式及びオリエンテーション 
（概要説明・注意事項・自己紹介・幹事やグループリーダーの選出） 

学科・アーク溶接等に関する知識 
（アーク溶接等の基礎知識・電気に関する基礎知識） 

・アーク溶接等の作業方法に関する知識 
（溶接作業前点検と整備・溶接等の作業方法・災害防止・災害事例） 

・関係法令 
夕食時に他業種の方々との情報交換 

 
 第２日目 

    センターには溶接設備が無いので、さいたま市にある株式会社ダイヘンテク 
ノス大宮サービスセンター（図１）まで 
バス移動（約１時間）し、１階で実技を 
２階で学科を行った。 

 
 
 図 1 
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学科・アーク溶接装置等に関する知識 
（アーク溶接装置の概要・交流アーク溶接機用自動電撃防止装置・ 
溶接材料および関連器具、装置・配線） 

実技・マグ溶接（図４）、ティグ溶接（図５）、被覆アーク溶接（図６）、 
プラズマ切断（図７）、スポット溶接（図８）の各装置で溶接等作業 

        使用材料は軟鋼、ステンレス鋼、アルミニウムであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    当センターに戻る 

実技・救急法 
（心肺蘇生訓練用人形を使用した、胸骨圧迫・人工呼吸・ＡＥＤ操作） 

学科・教育方法と指導案の作成方法 
 教育方法の一つに討議法があり、討議法を基に４段階法（第１段階は動 
機づけ、第２段階は教育内容１・２、第３段階は討議テーマ、第４段階は 
職場に戻って期待する点）による指導案の作成がある。 

図 2 実技場所

図 7 プラズマ切断機 

図 3 作業テーブル 

図 8 スポット溶接機 

図 5 ティグ溶接機 図 4 マグ溶接機 

図 6 交流アーク溶接機 
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   第３日目 
    学科・指導案の作成 

４名、１グループで第１～４段階の指導案を討論しながら作成し、 
指導案作成が終わってから発表の資料づくりをする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・役割演技 
グループ毎に指導案を一人当たり５分で発表し、更に他のグループ 

発表の司会、時間管理、コメントを役割分担する。 
初日に配布された資料に発表項目、役割等が決定されており、私の 

担当は第２段階の教育内容１で、役割は時間管理であった。 
閉講式（修了証授与 図 11） 

 
4. おわりに 

  アーク溶接等特別教育インストラクターコースを 
受講して、アーク溶接等には感電をはじめ、多種の 
災害がある。安全作業させる為には基礎知識等を充 
分理解させて教育する事が重要であると再認識した。 
学科のアーク溶接装置等に関する知識では多種の 
交流、直流アーク溶接機があり、各溶接機の特徴や 
溶接現象が勉強になった。又、実技ではティグ溶接、 
スポット溶接（抵抗溶接）作業を初体験でき、知識と経験が少し深まったと思う。 
指導案作成、役割演技では私の他にもグループ内に作成経験者が居たので順調に 

進んだ。又、前回受講した研削といし取替え等の業務特別教育インストラクター 
コースの要領を思い出し、少し緊張したが無事、発表を終える事ができた。 

 
    この教育を基にこれから始まる安全教育に役立てて行きたいと思う。 
 
 

図 9 講義室（前方から） 図 10 講義室（後方から） 

図 11 修了証 
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2016年度 業務報告 
 

情報基盤グループ 小師 隆 
 

 2016 年度に業務依頼を受けたもの、自身が携わったものの中から幾つかの業務につ

いて報告する。 

 

１．ものづくり基盤センターからの依頼 

 主に行ったのはプリント基板加工機の保守・管理及び技術講習会である。 

今年度は、 

 

技術講習会： 全 3 回（8 名受講） 

 

の技術講習会を行った。 

 

２．サイエンススクール 

 今回のサイエンススクール「使ってみよう★はんだごて！ LED ミニライトづくり」

は昨年度に続き、責任者として企画して実施したものである。今回は、「普段使うこと

のない道具を使ってみる」をテーマに企画した。参加者が小学校 4 年生から 6 年生で

初心者ということ、時間も限られているということで 5 個の電子部品をはんだ付けし

てもらうこととした。また、普段使えるものとしてフリスクケースを利用した懐中電

灯を作製してもらった。 

 今回のサイエンススクールでは不手際があり、参加者が 3 名と少なくなってしまっ

たが、急遽、保護者の方にも参加して頂き、事故、怪我もなく無事終えられた。アンケ

ートを見ても好評だったようである。 

3 年連続で責任者としてサイエンススクールを企画・実施してきた。テーマを考える

にあたり、学外者、特に児童が参加する企画では如何に怪我・事故をさせないか、起こ

さないかが一番重要である。危険なものを排除するというのが近道ではあるが、もの

づくりをするうえで危険物を排除することは難しい。普段使っているカッター、はさ

みでさえ使い方を間違えると危険なものである。今回のテーマでははんだごてを使う

ので、火傷をしないことを一番に考えた。まずは、道具の危険性、正しい使い方の説

明。保護として、手袋、保護メガネの着用。サポート体制としてスタッフ適正配置。以

上 3 つをしっかりと行うことでリスクを小さくするようにした。 

来年度については、技術部が新体制へ移行するということで、サイエンススクール

などには携わらない予定である。ただ、直ぐに対応できるよう準備はしておくつもり

でいる。 
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３．学生実験 

 電気電子工学実験として下記のテーマについて支援を行った。 

 

前期：電子回路の基礎 

後期：通信の基礎 

 

業務内容としては、学期始めの装置・機器の入れ替えや保守などのセットアップ業

務。各テーマは更にいくつかのパートに別れており、教員、TA と分担して数パートを

担当する形で学生指導の支援業務を行った。担当した学生実験は前期、後期共に事故、

怪我もなく円滑に進められた。 

指導するにあたり、「どこまで」、「どのように」を考えながら説明を行ってきた。数

年この業務に携わってきたが、年々、説明する時間（内容）が増えてきた。ジレンマの

あるところで、学生に考えてもらうことを優先しなければいけないのだが、詳しく説

明しないと実験が進まないのである。ただ、このジレンマからは解放されることにな

り、来年度からは学生実験に基本的には携わらないことになっている。 
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平成 28年度 業務報告 
「低圧電気取扱業務」法定特別教育の講師を担当して 

 

研究基盤グループ ものづくり・安全推進班 島崎 剛 

 

１． はじめに 

 技術部では、危険作業に関する「安全教育」の実施に取り組んでいる。平成 27 年度には「自由

研削用といしの取替え等の業務」法定特別教育が開催され、平成 28年度から「低圧電気取扱業務」

法定特別教育と「有機溶剤取扱業務」衛生教育が実施される。平成 29年度からは前述の 3つの安

全教育を行っていくことになっている。 

 私は平成 28年 2月頃から「低圧電気取扱業務」法定特別教育の準備に関わって、実技キットの

製作に携わり、平成 28 年 4 月から 研究基盤グループ ものづくり・安全推進班の一員となり、9

月開催の「低圧電気取扱業務」法定特別教育の講師を担当することになった。講師を担当するため

には、安全衛生教育センターでインストラクター講座を受講しなければならない。5 月に大阪安全

衛生教育センターで電気取扱作業特別教育インストラクターコース（低圧）を受講してきた。 

今年度の技術部報告として、電気取扱作業特別教育インストラクターコース（低圧）受講報告と、

平成 28年 9月開催「低圧電気取扱業務」法定特別教育の講師を担当した内容について報告する。 

 

２．電気取扱作業特別教育インストラクターコース（低圧）受講報告 

２－１．期間・場所 

 期間：平成 28年 5月 11日（水）～13日（金） 

 場所：中央労働災害防止協会 大阪安全衛生教育センター（大阪府河内長野市） 

 

２－２．目的 

 この講座は、低圧電気取扱者に係る特別教育を担当するインストラクターの養成を目的としたも

のである。私が学内において、低圧電気取扱業務特別教育を担当することになったので、電気取扱

作業に係る専門的な知識およびインストラクターに求められる教材作成手法や教育方法の習得を

目的として受講した。 

 

２－３．内容 

 ３日間の教科内容は以下の通りである。 

○１日目 

 開講式・オリエンテーション、インストラクターの役割と心得、関係法令、低圧電気に関する知

識、低圧電気設備に関する知識、夕食時に懇親会 

○２日目 

 低圧用安全作業用具に関する知識、低圧活線及び近接作業の方法、実習、教育の方法及び指導案
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の作成要領と作成、夕食後自習（指導案の作成および発表準備） 

○３日目 

 教育演技、救急法、閉講式 

 

 

 

（写真１～４は２日目の実習の時に撮影） 

 

２－４．今後の業務に活用できる点 

 技術部で開催する電気取扱作業特別教育のインストラクターとして活用する。 

 今年度は 9月開催の「低圧電気取扱業務」法定特別教育１日目の第 1編と第 2編、２日目の実技

を講師として担当した。来年度以降も「低圧電気取扱業務」法定特別教育を開催する毎に講師を担

当することになる。 

 

２－５．所感 

 私は第２種電気工事士の資格を持っているが、電気工事士の資格が当特別教育と同じ労働安全衛

生法上の教育ではないことから、低圧電気取扱業務等を行う場合、電気工事士の資格の有無に関係

なく「低圧電気取扱いの業務特別教育」の受講が必要となる。今回インストラクターコースを受講

写真１．安全作業用具の例１ 写真２．安全作業用具の例２ 

写真３．安全作業用具の例３ 写真４．実技実習教材 
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して、電気は目に見えないだけに、普段あまり意識して危険だと思われていないかもしれないが、

命に関わる事故に発展する可能性が高いということを改めて認識し、安全に対する意識も高まった

と思う。 

 ３日目の教育演技は、１０名の受講者全員がそれぞれ割り当てられた章について１０分間講師と

して話をした。現場での失敗談として、一人で装置の試運転の作業をしていてブレーカーを切らず

に電線を外してしまいショートさせてスパークを起こしてしまったという実体験の話をされてい

た方もおられて大変参考になった。私は学内の電気事故事例集から覚えていたことを話に入れて

PowerPointを作成して発表した。受講のしおりには『ノートパソコンとUSBメモリをお持ちいただ

くと、個人での演習（資料作成）の際などに便利です』とあるが、持って行って大正解だった。指

導案や発表資料の作成に活用できるので、今後受講をされる方は持っていくことをお勧めする。 

 電気に関する作業は、事故が起きると命や財産に関わることもあるので、今回学んだことを頭に

置いて、インストラクターとして安全に事故の無いように作業する大切さを伝えたい。 

 

３．平成 28年 9月開催「低圧電気取扱業務」法定特別教育の講師を担当して 

３－１．開催日時・場所 

 私が担当した特別教育の実施要項は以下のとおりである。 

 

第 2回「低圧電気取扱業務」法定特別教育 

日時： ＜第 1日目＞ 平成 28年 9月 28日（水）8：30～17：30（休憩時間を含む） 

   ＜第 2日目＞ 平成 28年 9月 29日（木）8：30～10：30 

                        （2日間合計 学科：7時間、実技：1時間） 

場所： 教育・研究 1号館 A棟 333講義室 

対象： 教職員及び学部４年生以上の学生 

 

３－２．学科・実技日程 
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 この日程表は、開催案内に添付したものである。実施当日は 2日目の実技を受講人数の都合で２

回に分けて実施した。 

 私が講師として担当したのは、第 1編「低圧の電気に関する基礎知識」（1時間）と第 2編「低圧

の電気設備に関する基礎知識」（2時間）、実技（1時間×2回）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－４．準備 

 担当する第 1編と第 2編の PowerPointスライド作成のための構想練り、資料集めから準備を始め

た。前回の担当者のスライドも参考にさせていただいた。中央労働災害防止協会の特別教育用のテ

キストの他に、第 2種電気工事士の教本や電験第 3種のテキストも参考にした。実際に起きた事故

の例として、新聞記事等も活用した。決められた時間内に終わらなければならないので、時間調整

が大変だった。 

 作成したスライドの一例を以下に示す。実際に使用したスライドである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－５．所感 

 今後は受講者のアンケート結果などをもとに、教育内容の一層の充実や改善を進めることで安全

教育の取り組みに貢献していきたい。 

 終わりに、インストラクター講習受講や特別教育の実地に向けて協力していただいた方々に感謝

申し上げる。 

写真５．１日目 第１編 講義 写真６．２日目 実技 
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平成 28（2016）年度 業務報告 

               

               研究基盤グループ ものづくり・安全推進班  島田正夫 

 

１．はじめに 

 本報告では、平成 28 年度中に担当した業務のうち、技術業務 2 件、技術部業務 1 件、外

部発表業務 1 件の内容について報告する。 

２． 業務項目 

 1）安全教育・安全技術支援業務 

    危険有害作業に関する安全教育および作業の業務 

 2）学科等共通技術支援業務 

    建築学コースで実施される実験・実習・試験に関する技術業務 

 3）技術部広報ワーキンググループ業務 

技術部広報ワーキンググループにおける広報プランの提案業務 

 4）外部発表業務 

    総合技術研究会 2017 東京大学における発表の業務 

３．業務内容 

業務の内容について、項目ごとに以下の通り報告する。 

３－１ 安全教育・安全技術支援業務 

① 建築学コース研究室における技術支援業務   

 建築学コース各研究室で実施される実験において、危険有害作業にあたる院生および 4

年生を対象とした安全講習会を実施した。安全講習ではこれまで使用してきた自作テキス

トの内容を大幅に見直すとともに、学科時に動画を使用した説明項目を追加したり、実技

時に体験型の項目を追加するなどして、講習内容の改善に努めた。図 1 は改訂した自作テ

キストの一部である。また、実際に危険作業が行われる際には、低圧電気取扱作業、高所

作業、クレーン・玉掛作業、足場組み立て作業および粉じん作業等を担当することで、危

険を伴う実験における、安全の確保と作業効率の向上に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 改訂した安全講習用テキストの一部 

目次 クレーン・玉掛 脚立・電動工具 電気・有機溶剤 保護具 
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② 全学向け法定特別教育・衛生教育の準備および実施業務  

全学教職員および 4 年生以上の学生を対象として実施した法定特別教育のうち、「自由

研削といしの取替え及び取替え時の試運転業務に関する特別教育」（写真 1 参照）では、関

係法令の学科および高速切断機の実技の講師を担当した。また有機溶剤取扱業務衛生教育

においては、関係法令と保護具の使用方法に関する学科のための資料（図 2 参照）作成お

よび講師を担当した。 

その他、法定安全教育や一般安全教育の、新規開講および拡充のための準備業務も行っ

ている。 

 

 

 

 

  

 

 

３－２ 学科等共通技術支援業務 

建築学コース各研究室で実施される実験のうち、主に荷重・圧力・変位・ひずみの計測

に関する技術支援や、建築基礎工学実験に関する技術支援業務を担当した。 

また、建築学コース共通利用機器である万能試験機については、利用する院生および学

生からの技術相談への対応や、定期的な装置の点検を専用のチェックシートを作成して実

施するなど、万能試験機を用いて行われる各種材料試験への技術支援を担当した。 

その他、測量学実習における T.A および学生への技術支援を実施している。 

３－３ 技術部広報ワーキンググループ業務 

技術部広報ワーキンググループの責任者として、メンバー各位（小西氏、湯口氏、三林

氏）と協力して業務を行った。年度当初に活動目標および活動計画を立案し、通年の業務

として、計画の通りに各種広報プランの作成および提案の業務を共同して行った。 

３－４ 外部発表業務 

東京大学で行われる「総合技術研究会 2017」では、「施設管理・環境安全衛生管理技術

分野」のセッションにおいてポスター発表を行っている。 

発表のタイトルは「法定安全教育の企画および立案に関する事例報告」であり、法定安

全教育の実施のために行った、平成 26 年 11 月から平成 28 年 10 月までの企画および立案

の業務について報告している。 

４．まとめ 

本年度中に実施した業務においては、業務内容の改善を図りつつ計画の通りに実施する

ことができた。来年度以降は、新たに予定される技術チーム業務においても、早期に成果

を挙げられるよう努めたい。 

写真 1 法定特別教育学科・実技 

(2016 年 9 月 30 日開催時) 
図 2 作成した資料の一部（破過曲線の解説） 
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2016年度業務報告

研究基盤グループ 新井田 要一

１． 職場巡視について

重点的に点検している項目 以下 とおりである。

・無人 部屋 窓閉め（とくに１階）および施錠

・冬期における暖房器周り 整理整頓

・運搬具 点検

独自に点検している項目 以下 とおりである。

・室温および湿度を記録（計測器がある場合）

・電源コード 引き回し（とくに通路）

以上 項目 点検により、部屋 入口付近から 目視 みで なく部屋 中を歩き回ることに

なり1部屋あたり 滞在時間が増えたため前回 巡視と 違いに気付きやすくなった。

２． プレゼンテーション技術 指導

学内外において論文 発表 おおよそ以下 ような構成である。

１． 背景

２． 目的

３． 実験方法（シミュレーション 場合計算方法）

４． 結果

５． 考察

６． 結論

「背景」、「目的」および「結論」 密接に関連させる必要がある。「背景」で現状 問題点を挙

げ、問題を解決することを「目的」とし、目的を達成したということを「結論」とする。実際に 論文

執筆時点 状況を「結論」とし、そこから遡って「目的」を設定、「背景」を導きだす。これで論文が

素晴らしいも に見える。

「結果」と「考察」 明確に区別する必要がある。「結果」 客観的事実であり「考察」 主観的

想像である。「結果」に説得力を与えるために 大きい、多いというような言葉で なく数字を示す

べきである。数字に おもに3種類ある。

１． 研究者が決めたも （実験条件やシミュレーションを簡略化するため 仮定）

２． 定理や法則による客観的なも

３． 研究 結果として導き出されるも

１．～３．を明確に区別しなけれ 研究によって新たに解ったこととすでに解っていること 区

別がつかなくなってしまう。
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平成 28年度  地域貢献事業報告 

  

担当 小師 隆 

  

  平成 28年度は下記のテーマで室工大サイエンススクール(2件)を行った。すべて新テーマ

で行っている。 

 

サイエンススクール： 

・作ってみよう♪僕の私の☆「自分星空」 8月 2日 7名参加 

・使ってみよう★はんだごて！LEDミニライトづくり 1月 13日 3名参加 

 

 

平成 28年 8月 2日「作ってみよう♪僕の私の☆「自分星空」」 

  

  各テーマの詳細は下記技術部及び室工大サイエンススクールのホームページ参照。 

＜URL＞  http://www.muroran-it.ac.jp/tech/ 

＜URL＞  http://www.muroran-it.ac.jp/guidance/r_so/ss_mit.html  

 

来年度については、技術部組織の見直しにより新体制になることから、室工大サイエンス

スクールについては携わらない予定である。また、この業務に関わっていく場合、大学とし

て取り組み方などについて再考して頂く必要を感じる。 
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平成 28 年度 安全教育活動報告 

               

          特別教育グループ  小川 徳哉、島田 正夫、小西 敏幸、太田 典幸

山森 英明、村本 充、島崎 剛 

１．活動経過 

 平成 27 年 7 月の安全衛生委員会において、実施することが決議された安全教育は、平成

27 年度中に自由研削用といしの取替え等の業務特別教育を開始して、今年度からは低圧電

気取扱業務特別教育と有機溶剤取扱業務衛生教育を加えた 3 テーマ体制となった。低圧電

気取扱業務特別教育は第 1 回目を 4 月、第 2 回目を 9 月に開催して、それぞれ 80 名と 47

名の計 127 名が修了者となっている。また、9 月に開催した自由研削用といしの取替え等

の業務特別教育では 18 名が修了者となっている。有機溶剤取扱業務衛生教育においては、

2 月に技術部職員を対象とする教育を、3 月には全学向けの教育を開催して、修了者数は各

回 11 名と 87 名の計 98 名となった。これまでのテーマ別による修了者数を表 1 に示す。            
なお、3 月に開催された、全国の大学・高専技術職員が参加する「総合技術研究会 2017

東京大学」では、本学で実施している安全教育について、「法定安全教育の企画および立案

に関する事例報告」、「法定安全教育の実施体制および運営に関する事例報告」の 2 テーマ

によるポスター発表を行なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 教育テーマ別修了者数 

年度 実施日 研削といし 低圧電気 有機溶剤

8/25（技術部向け） 13

9/29（第1回） 37

10/28（補講） 1

3/1（第2回） 5

3/10～3/11（技術部・施設課向け） 16

4/4～4/5（第1回） 80

9/28～9/29（第2回） 47

9/30（第1回） 18

2/28（技術部向け） 11

3/22（第1回） 87

74 143 98テーマ別合計

総　　　　数

平
成
2
7
年
度

平
成
2
8
年
度

315
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２． 今後について 

今後は、アーク溶接や足場の組立て等業務の安全教育を企画する他、学外向けに行う安

全教育の開催を検討している。また、平成 29年度以降に学外で開催される技術研究会等に

おいては、教育テーマ毎に業務内容の発表を行う予定である。 
 

 

写真 1 研削といし 

写真 2 低圧電気 

写真 3 有機溶剤 
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2016年度	 技術部活動 
  



 
	 2016 年度の研修については、技術部改組に伴って新チームの業務へ対応する研修を中心に

実施された。	

	

	

 

2016 年度	 学内技術研修  

 
津波による人的被害要因について〜南三陸町から学ぶ	 ９月	 ６日	 ２１名参加	

防災・減災を目指した北海道のまちづくり	 ９月	 ６日	 ２１名参加	

デジタルポートフォリオシステム（ＤＰＳ）について	 	 ９月	 ８日	 ８名参加	

陽イオン分析	 	 ９月１３日	 ９名参加	

有機溶剤取扱業務衛生教育	 	 ２月２８日	 １１名参加	

	

 
 
 

2016 年度	 学外出張研修等  

 
電気取扱作業特別教育インストラクター講習（低圧）	 ５月１１～１３日	 島崎剛	

アーク溶接等特別教育インストラクター講習	 １月２３～２５日	 	 小西敏幸	

ＳＤＳ読み方＆コントロールバンディング研修	 ２月２１日	 ２名参加	

安全衛生スタッフ向けリスクアセスメント講習	 ２月２２日	 ２名参加	

玉掛け技能講習	 ３月１～３日	 ３名参加	

ＥＰＭＡ定期講習会	 ３月７～１０日	 １名参加	

総合技術研究会 2017 東京大学	 ３月８～１０日	
小川徳哉、島

田正夫	

事務 ICT 支援に関する情報収集（北見工大）	 ３月１７日	
小師隆、松本

浩明	
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2016 年度	 第 24 回技術部発表会プログラム  

 
2017年 3月 24日（金） 

教育・研究 1号館 C棟 204講義室 
 
 
13：30～	 技術部長挨拶 

副学長・教授	 	 河合	 秀樹 
 
 
 
技術報告 
 

司会）	 	 	 湯口	 実 
 
13：35～13：55	 	 プレゼンテーション技法の指導 

研究基盤グループ	 	 新井田	 要一 
 
13：55～14：15	 	 GPS（技術パソコンサポート）業務の経過と今後について 

研究基盤グループ	 	 浅野	 克彦 
 
14：15～14：35	 	 KEK-IMSS・放射光共同利用実験の課題責任者を終えて 

研究基盤グループ	 	 林	 純一 
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2016 年度	 技術部各種委員会等名簿	

	

○技術部企画調整室（主な担当）	 	

責任者	 	情報基盤グループ	 	グループ長（事業計画、業務依頼）	 	 	 松	 本	 浩	 明	

室	 員	 	研究基盤グループ	 	グループ長（予算管理、責任者代理）	 	 浅	 野	 克	 彦	

室	 員	 	研究基盤グループ	 	サブグループ長（安全推進）	 	 	 	 	 	 小	 川	 徳	 哉	

室	 員	 	情報基盤グループ	 	サブグループ長（地域貢献）	 	 	 	 	 	 小	 師	 	 	 隆	

室	 員	 	研究基盤グループ	 	（研修）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 山	 森	 英	 明	

室	 員	 	研究基盤グループ	 	（広報）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 島	 田	 正	 夫	

	

	

○技術職員の業務と技術部組織の在り方検討ワーキンググループ	

委	 員	 	研究基盤グループ		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 浅	 野	 克	 彦	

	

	

○安全衛生委員会委員	

委	 員	 	研究基盤グループ		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 小	 川	 徳	 哉	

委	 員	 	研究基盤グループ		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 島	 田	 正	 夫	

委	 員	 	情報基盤グループ		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 佐	 藤	 之	 紀	

	

	

○技術部ワーキンググループ	

・研修ワーキンググループ	 		 	 	 	 	 	 	 	 山森英明、太田典幸、宮本政明、矢野大作	

・地域貢献ワーキンググループ	 		 		 		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 小師	 隆	

・広報ワーキンググループ	 		 	 	 	 	 	 	 	 島田正夫、小西敏行、三林	 光、湯口	 実	

・安全推進ワーキンググループ	 	 		 	 	 	 	 小川徳哉、島田正夫、佐藤之紀、山根康一	

	

	

○地域貢献事業	

・公開講座「Linux	入門講座」	

矢野大作、佐藤之紀、髙木	 稔	

・サイエンススクール「作ってみよう♪僕の私の☆「自分星空」」	

宮本政明、太田典幸、川村悟史、新井田要一、村本	 充、若杉清仁	

・サイエンススクール「使ってみよう★はんだごて！ＬＥＤミニライトづくり」	

小師	 隆、佐藤之紀、島崎	 剛、山根康一、小西敏行、村本	 充、矢野大作、湯口	 実	
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2016 年度 技術部日誌 

 

【2016年】 

 4月 4－ 第1回「低圧電気取扱業務」 

   5日 法定特別教育開催 

 4月 6日 第1回企画調整室会議 

 4月12日 第2回企画調整室会議 

 4月19日 第3回企画調整室会議 

 4月21日 第1回研究基盤グループ共同

機器班会議 

 4月21日 第1回情報基盤グループ会議 

 4月26日 第4回企画調整室会議 

 4月27日 第1回研究基盤グループもの

づくり・安全推進班会議 

 4月28日 技術部在り方検討WGとの懇談

会 

 5月10日 第5回企画調整室会議 

 5月17日 第6回企画調整室会議 

 5月24日 第7回企画調整室会議 

 5月25日 第2回研究基盤グループもの

づくり・安全推進班会議 

 5月26日 第2回研究基盤グループ共同

機器班会議 

 5月31日 第8回企画調整室会議 

 6月 1日 第9回企画調整室会議 

 6月 2日 第2回情報基盤グループ会議 

 6月 2日 第1回広報WG会議 

 6月 8日 第1回SS「自分星空」打合せ 

 6月13日 第6回技術部在り方WG 

 6月14日 第10回企画調整室会議 

 6月16日 第2回広報WG会議 

 6月16日 第1回安全WG会議 

 6月17日 第2回SS「自分星空」打合せ 

 6月21日 第11回企画調整室会議 

 6月28日 第12回企画調整室会議 

 6月29日 第3回研究基盤グループもの

づくり・安全推進班会議 

 6月30日 第3回研究基盤グループ共同

機器班会議 

 6月30日 第3回情報基盤グループ会議 

 7月 1日 第3回SS「自分星空」打合せ 

 7月 5日 第13回企画調整室会議 

 7月 6日 第1回研修WG会議 

 7月 8日 第4回SS「自分星空」打合せ 

 7月12日 第14回企画調整室会議 

 7月15日 第5回SS「自分星空」打合せ 

 7月20日 第15回企画調整室会議 

 7月20日 第7回技術部在り方WG 

 7月21日 第3回広報WG会議 

 7月21日 第2回安全WG会議 

 7月26日 第16回企画調整室会議 

 7月27日 第4回研究基盤グループもの

づくり・安全推進班会議 

 7月28日 第4回研究基盤グループ共同

機器班会議 

 7月28日 第4回情報基盤グループ会議 

 7月29日 第6回SS「自分星空」打合せ 

 8月 1日 第7回SS「自分星空」打合せ 

 8月 2日 SS「自分星空」開催 

 8月 3日 第17回企画調整室会議 

 8月 9日 第18回企画調整室会議 

 8月17日 第19回企画調整室会議 

 8月23日 第20回企画調整室会議 

 8月30日 第21回企画調整室会議 

 8月30日 第5回研究基盤グループもの

づくり・安全推進班会議 

 9月 1日 第5回研究基盤グループ共同

機器班会議 

 9月 1日 第5回情報基盤グループ会議 

 9月 5日 第2回研修WG会議 
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 9月 6日 第22回企画調整室会議 

 9月 6日 技術部研修（学内） 

 9月 8日 技術部研修（学内） 

 9月 9日 第8回技術部在り方WG 

 9月13日 第23回企画調整室会議 

 9月13日 技術部研修（学内） 

 9月20日 第4回広報WG会議 

 9月26日 第6回研究基盤グループもの

づくり・安全推進班会議 

 9月27日 第24回企画調整室会議 

 9月28日 理事との懇談 

 9月28－ 第2回「低圧電気取扱業務」 

  29日 法定特別教育開催 

 9月29日 第6回研究基盤グループ共同

機器班会議 

 9月29日 第6回情報基盤グループ会議 

 9月30日 第1回「自由研削用といしの

取替え等の業務」法定特別教

育開催 

 9月30日 第1回ITワンポイントレッス

ン開催 

10月 3日 第1回SS「LEDライト」打合せ 

10月 5日 第25回企画調整室会議 

10月11日 第26回企画調整室会議 

10月18日 第27回企画調整室会議 

10月25日 第9回技術部在り方WG 

10月26日 第28回企画調整室会議 

10月26日 第7回研究基盤グループもの

づくり・安全推進班会議 

10月27日 第7回研究基盤グループ共同

機器班会議 

10月28日 第7回情報基盤グループ会議 

10月28日 第5回広報WG会議 

11月 1日 第29回企画調整室会議 

11月 2日 第10回技術部在り方WG 

11月 8日 第30回企画調整室会議 

11月15日 第31回企画調整室会議 

11月22日 第32回企画調整室会議 

11月24日 第8回研究基盤グループ共同

機器班会議 

11月24日 第2回SS「LEDライト」打合せ 

11月25日 第8回情報基盤グループ会議 

11月29日 第33回企画調整室会議 

11月30日 第8回研究基盤グループもの

づくり・安全推進班会議 

12月 2日 第6回広報WG会議 

12月 6日 第34回企画調整室会議 

12月13日 第35回企画調整室会議 

12月20日 第36回企画調整室会議 

12月21日 第9回研究基盤グループもの

づくり・安全推進班会議 

12月22日 第9回情報基盤グループ会議 

12月26日 第9回研究基盤グループ共同

機器班会議 

12月27日 第11回技術部在り方WG 

12月27日 第37回企画調整室会議 

 

【2017年】 

 1月 6日 第7回広報WG会議 

 1月10日 第38回企画調整室会議 

 1月11日 第3回SS「LEDライト」打合せ 

 1月13日 SS「LEDライト」開催 

 1月17日 第39回企画調整室会議 

 1月19日 第10回情報基盤グループ会議 

 1月24日 第40回企画調整室会議 

 1月25日 第10回研究基盤グループもの

づくり・安全推進班会議 

 1月26日 第10回研究基盤グループ共同

機器班会議 

 1月31日 第41回企画調整室会議 

 2月 1日 第13回技術部在り方WG 

 2月 1日 第8回広報WG会議 
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 2月 7日 第42回企画調整室会議 

 2月 8日 第43回企画調整室会議 

 2月13日 第44回企画調整室会議 

 2月14日 第45回企画調整室会議 

 2月16日 技術部在り方WG打合せ 

 2月20日 第46回企画調整室会議 

 2月22日 公開講座「Linux入門講座」

開催 

 2月22日 第11回研究基盤グループもの

づくり・安全推進班会議 

 2月23日 第11回情報基盤グループ会議 

 2月27日 第11回研究基盤グループ共同

機器班会議 

 2月28日 「有機溶剤取扱業務」衛生教

育開催（技術部内向け） 

 3月 2日 第47回企画調整室会議 

 3月 6日 第48回企画調整室会議 

 3月 7日 第49回企画調整室会議 

 3月14日 第50回企画調整室会議 

 3月14日 第9回広報WG会議 

 3月21日 第51回企画調整室会議 

 3月22日 第1回「有機溶剤取扱業務」

衛生教育開催 

 3月23日 第12回情報基盤グループ会議 

 3月28日 第52回企画調整室会議 

 3月29日 第12回研究基盤グループもの

づくり・安全推進班会議 

 3月31日 第12回研究基盤グループ共同

機器班会議 

 

※SS：サイエンススクール 
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編 集 後 記 

 

 今年度を振り返れば、4月に発生した熊本地震や、8月に北海道へ大きな風水害をもたらした

台風被害、1 月から 2 月にかけて本州日本海側を中心に発生した雪害など、全国的に様々な自然

の脅威にさらされた一年となりましたが、2 月に入ってからの室蘭は、寒さが一時緩む日もある

など、少しずつ新年度の春に向けて、季節が動き始めている事が感じられる今日この頃です。 

 

次年度から新たに 3 技術室 6 技術チーム体制へ移行する技術部にとって、第 24 号の技術報告

集は、従来の組織体制による業務のまとめ、そして総括として、特に意味ある位置づけのものと

なりました。 

 

 新体制による今後の技術部は、全学対応型の技術専門組織として益々の技術支援業務の充実を

図ることとなります。次号の技術部報告集では、これに伴う新たな取り組みや成果がより多く掲

載される事が期待されます。    

 

 おわりに、今年度の技術部業務にご助力いただいた多くの皆様に感謝申し上げますと共に、執

筆いただいた皆様のご協力に感謝して、編集後記とさせて頂きます。 
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